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二
三
六

は
じ
め
に

伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇―

一
七
三
六
）
の
易
學
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
幾
つ
か
の

㊒
益
な
硏
究
が
あ
り
、
示
唆
的
な
見
解
も
少
な
く
な
い
が
、
東
涯
易
學
の
全
體
像

に
つ
い
て
は
ま
だ
探
求
す
る
餘
地
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
原
因
は
、
今
ま
で
の
硏

究
で
は
、
分
析
の
焦
點
が
東
涯
の
『
周
易
經
翼
通
解
』（
以
下
『
通
解
』
と
略
稱
）

に
お
か
れ
て
、
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
基
礎
㊮
料
が
ま
だ
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。

東
涯
の
主
な
易
學
著
作
に
は
、
刊
本
の
『
通
解
』
と
寫
本
の
『
讀
易
私
說
』
と

が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
正
式
な
著
作
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

ほ
か
に
、『
周
易
傳
義
考
異
』（
以
下
『
考
異
』
と
略
稱
）
と
い
う
彼
の
讀
易
筆
記
が

あ
る
。
こ
の
書
名
の
、「
傳
」
と
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』
の
こ
と
で
あ
り
、「
義
」

と
は
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
傳
義
考
異
」
と
い
う
の

は
、
文
字
通
り
こ
の
二
つ
の
書
物
の
異
同
に
關
す
る
考
察
で
あ
る
。

『
考
異
』
に
つ
い
て
は
、
㊟
意
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、『
通
解
』
と

比
べ
る
と
、『
考
異
』
は
私
的
で
、非
公
式
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
、『
考
異
』

の
量
は
極
め
て
膨
大
で
、
そ
の
字
數
は
『
通
解
』
よ
り
も
多
い
。
そ
れ
故
、
東
涯

易
學
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
『
考
異
』
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
小
論

で
は
ま
ず
『
考
異
』
に
つ
い
て
文
獻
學
的
調
査
を
行
い
、
各
圖
書
館
所
藏
の
『
考

異
』
寫
本
の
差
異
を
比
較
檢
討
し
て
、
ど
の
本
が
信
憑
性
が
高
い
か
、
と
い
う
問

題
を
探
求
し
、『
考
異
』
と
い
う
書
物
の
形
成
過
程
を
朙
か
に
す
る
。
次
に
、『
考

異
』
と
『
通
解
』
と
の
閒
に
、
ど
の
よ
う
な
關
連
性
が
あ
る
か
、
實
例
に

し
て

こ
れ
を
論
述
す
る
。
以
上
を
受
け
て
、『
考
異
』
の
解
讀
を
踏
ま
え
、
東
涯
易
學

と
程
朱
易
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
東
涯
の
易
學
觀

と
古
義
學
に
お
け
る
そ
の
位
置
に
つ
い
て
、
論
述
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一　
『
考
異
』
に
關
す
る

獻
學
的
諸
問
題

伊
藤
仁
齋
・
東
涯
父
子
以
來
、
伊
藤
家
歷
代
の
文
獻
は
、
大
體
そ
の
本
家
に
保

存
さ
れ
、
現
代
で
は
天
理
大
學
圖
書
館
の
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
主
要
部
分
に
な
っ

て
い
る
。『
考
異
』
も
こ
の
よ
う
に
古
義
堂
で
傳
來
さ
れ
て
き
た
文
獻
の
一
つ
で

あ
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
文
獻
と
同
樣
、『
考
異
』
に
關
し
て
も
、
古
義
堂
本
以

外
の
流
出
本
と
傳
寫
本
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
伊
藤
家
內
部
の
傳
來
本
、
つ
ま
り

現
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
文
獻
を
中
心
に
檢
討
す
る
。
た
だ
、
古
義
堂
の
傳
本
に
缺

損
部
分
が
あ
る
時
に
は
、
ほ
か
の
流
出
本
と
傳
寫
本
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色

　
　

―

『
周
易
傳
義
考
異
』か
ら
み
る

�

廖
　

海
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伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色

二
三
七

あ
る
寬
文
三
年
板
本
『
易
經
集
註
』（
以
下
は
東
涯
手
澤
本
と
略
稱
）
こ
そ
、『
考
異
』

の
情
報
が
記
述
さ
れ
た
源
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
は
こ
の
東
涯
手
澤
本
を
調
査

し
た
。

（
２
）
東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』

　

東
涯
手
澤
本
『
易
經
集
註
』（
以
下
『
集
註
』
と
略
稱
）
を
實
際
に
見
た
と
こ
ろ
、

各
册
の
見
﨤
し
と
後
表
紙
の
裏
側
な
ど
に
、
東
涯
は
自
分
の
學
術
活
動
を
記
し
て

い
る
。
そ
の
情
報
を
纏
め
る
と
、
東
涯
は
、
早
年
か
ら
晚
年
ま
で
、
何
度
も
會
讀
・

講
讀
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
一
册
目
の
見
﨤
し

に
、
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
竝
ん
で
い
る
。

①
此
册
元
祿
十
三
年
唐
曆
十
一
⺼
十
七
日
長
胤
講
始�

（
東
涯
、
三
十
一
歲
）

②
正
德
元
年
辛
卯
十
⺼
五
日
復
講
始�

（
四
十
二
歲
）

③
正
德
乙
未
之
秋
冬
爲
白
石
生
講
首
卷�

（
四
十
六
歲
）

④
享
保
丁
酉
之
春
又
十
六
日
講�

（
四
十
八
歲
）

⑤
戊
戌
之
四
年
冬
又
爲
桂
川
正
講�

（
四
十
九
歲
）

⑥
庚
子
之
年
平
野
□
□（
４
）�

（
五
十
一
歲
）

⑦
壬
寅
之
年
十
⺼
五
日
白
首
又
講
始�

（
五
十
三
歲
）

⑧
享
保
十
年
乙
巳
年
三
⺼
五
日
又
講
始
乾
坤
二
卦
中
得
□�

（
五
十
六
歲
）

⑨
又
十
三
年
戊
申
二
⺼
又
講　

八
⺼
三
日
至
坤
而
止�

（
五
十
九
歲
）

⑩
又
十
七
年
壬
子
因
坊
城
公
之
請
而
又
起
乃
會
講�

（
六
十
三
歲
）

　

こ
の
書
入
れ
の
す
べ
て
は
、
何
年
何
⺼
何
日
か
ら
『
易
經
集
註
』
の
講
義
を
開

始
し
た
か
な
ど
、
東
涯
の
『
周
易
』
講
義
に
關
す
る
情
報
で
あ
る
。

　

次
に
、『
易
經
集
註
』
の
正
文
の
上
欄
に
あ
る
各
條
の
書
入
れ
に
、多
く
の
場
合
、

そ
の
執
筆
年
⺼
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
集
註
』
卷
一
、
乾
卦
初
九

爻
辭
に
つ
い
て
、
そ
の
頁
の
上
欄
に
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
あ
る
。

程
子
解
乾
六
爻
、
皆
爲
聖
人
之
事
。
朱
子
以
易
爲
筮
書
、
故
不
必
爲
聖
人
之

（
１
）『
考
異
』
の
由
來

『
考
異
』
に
つ
い
て
、『
古
義
堂
遺
書
總
目
敍
釋
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
先
子
錄
傳
義
合
刻
本
之
上
幀
者
。
韶
今
新
寫
以
爲
別
本
。
其
名
傳
義
考
異

者
、
先
子
所
命
。
先
子
將
爲
別
本
、
而
預
立
其
號
也
。（
此
れ
先
子
、
傳
義
合

刻
本
の
上
幀
に
錄
す
る
者
な
り
。
韶
、
今
新
た
に
寫
し
て
以
て
別
本
と
爲
す
。
其
の

「
傳
義
考
異
」
と
名
づ
く
る
は
、
先
子
の
命な

づ
く
る
所
な
り
。
先
子
將
に
別
本
を
爲
さ

ん
と
し
て
、
預
じ
め
其
の
號
を
立
つ
る
な
り（

１
）。）

「
韶
」
と
い
う
の
は
、
東
涯
の
息
子
、
古
義
堂
三
代
目
當
主
の
伊
藤
善
韶
（
一

七
三
〇―

一
八
〇
四
、
號
は
東
所
）
で
あ
る
。
こ
の
記
錄
に
よ
る
と
、
東
涯
が
自
ら

使
用
し
て
い
た
傳
義
合
刻
本
の
上
欄
に
書
入
れ
を
記
し
て
、
東
所
が
そ
の
書
入
れ

を
集
め
て
別
本
の
『
考
異
』
を
爲
し
た
と
い
う
こ
と
で
、「
傳
義
考
異
」
と
い
う

名
歬
は
東
涯
自
身
が
考
案
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
傳
義
合
刻
本
の
上
幀
」
に
つ
い
て
は
、『
古
義
堂
文
庫
目
錄
』
東
涯
書
誌
略
・

手
澤
本
・
漢
籍
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

五
經
集
註　

易
（
宋
程
頤
朱
熹
）
廿
卷
十
册
。
寛
文
三
癸
卯
年
正
⺼
吉
辰
烏

丸
通
下
立
賣
下
町
野
田
庄
右
衞
門
板
行
、
全
卷
ヲ
通
ジ
テ
東
涯
ノ
書
入
ア

リ（
２
）。

　
『
五
經
集
註
』
所
收
の
『
易
經
集
註
』
は
程
伊
川
の
『
易
傳
』
と
朱
子
の
『
周

易
本
義
』
を
合
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
善
韶
の
所
謂
「
傳
義
合
刻
本
」
で
あ
る
。

「
全
卷
を
通
じ
て
東
涯
の
書
入
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
易
經
集
註
』
に
東
涯
が

書
入
れ
た
も
の
と
は
、
東
所
の
所
謂
「
傳
義
合
刻
本
の
上
幀
に
錄
す
る
」
も
の
で

あ
る（
３
）。
要
す
る
に
、『
周
易
傳
義
考
異
』
と
い
う
の
は
、伊
藤
東
涯
が
程
伊
川
の
『
易

傳
』
と
朱
子
の
『
周
易
本
義
』
を
考
察
し
、
兩
者
の
異
同
を
傳
義
合
刻
本
（
寬
文

三
年
板
本
『
易
經
集
註
』）
の
上
欄
に
書
入
れ
て
、
息
子
の
東
所
が
そ
の
書
入
れ
を

集
め
て
で
き
た
讀
易
筆
記
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
理
圖
書
館
所
藏
の
東
涯
手
澤
の
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思
想
の
發
展
を
細
部
ま
で
追
跡
で
き
る
㊮
料
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
集
註
』

卷
首
の
易
圖
の
所
に
、「
乙
未
十
⺼
十
日
爲
白
石
生
講
時
書
」
と
あ
る
。
こ
れ
を

歬
揭
の
③
番
の
、「
正
德
乙
未
之
秋
冬
爲
白
石
生
講
首
卷
」
と
い
う
情
報
と
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
乙
未
の
年
に
、
東
涯
が
『
集
註
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
白

石
と
い
う
學
生
に
講
義
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
方
を
記
錄
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
３
）『
考
異
』
寫
本
の
三
系
統

　

こ
の
よ
う
な
東
涯
の
書
入
れ
を
ま
と
め
て
一
つ
の
本
に
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る

『
周
易
傳
義
考
異
』
で
あ
る
。
今
に
傳
わ
る
『
考
異
』
の
寫
本
は
數
多
い
が
、
以

下
の
Ⓐ
か
ら
Ⓗ
ま
で
の
八
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
大
槪
を
示
し
て
み
よ
う
。

Ⓐ
伊
藤
蘭
嵎
寫
本
『
易
考
異
』（
國
會
圖
書
館
所
藏（
７
））

Ⓑ
緖
方
英
貞
寫
本
『
周
易
傳
義
考
異
首
卷
』（
天
理
圖
書
館
所
藏
（
（
（

）�

一　

Ⓒ
東
所
寫
本
『
周
易
傳
義
考
異
』（
天
理
圖
書
館
所
藏
（
（
（

）　

Ⓓ
眞
軒
文
庫
本
『
考
異
』（
無
窮
會
圖
書
館
所
藏
）

Ⓔ
早
大
藏
佐
々
木
恭
寬
寫
本
『
考
異
』�

二　

Ⓕ
東
北
大
附
屬
圖
書
館
所
藏
寫
本（
（（
（

		


Ⓖ
早
大
藏
久
保
木
淸
淵
寫
本
『
考
異
（
（（
（

』

Ⓗ
織
田
文
庫
本
『
考
異
』（
無
窮
會
圖
書
館
所
藏
（
（（
（

）�

三　

　

こ
の
八
種
類
の
寫
本
は
、
大
別
し
て
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
系
統
一
は
Ⓐ
Ⓑ

で
、
東
涯
の
在
世
中
に
彼
の
弟
（
蘭
嵎
）
と
弟
子
（
緖
方
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
東
涯
書
入
れ
を
部
分
的
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
系
統
二
は
Ⓒ
Ⓓ

Ⓔ
Ⓕ
で
、
東
涯
沒
後
に
そ
の
書
入
れ
の
全
體
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徵

は
、
各
條
の
執
筆
年
⺼
日
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
九
卷
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
系

統
三
は
Ⓖ
Ⓗ
で
、
遲
く
江
戶
の
後
朞
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
條
の
執
筆
年

⺼
日
の
記
入
も
な
く
、
卷
も
分
け
て
い
な
い
。

事
。
程
子
蓋
依
文
言
、
故
牢
做
聖
人
說
。
然
文
言
自
是
一
義
、
解
爻
不
必
可

拘
。
乙
未
十
⺼
十
五
日
。（
程
子
、
乾
の
六
爻
を
解
し
て
、
皆
聖
人
の
事
と
爲
す
。

朱
子
、
易
を
以
て
筮
書
と
爲
し
、
故
に
必
ず
し
も
聖
人
の
事
と
爲
さ
ず
。
程
子
蓋
し

『
文
言
』
に
依
り
、
故
に
牢か

た

く
聖
人
と
做
し
て
說
く
。
然
れ
ど
も
『
文
言
』
は
自
ら
是

れ
一
義
な
れ
ば
、
爻
を
解
す
る
に
必
ず
し
も
拘
る
べ
か
ら
ず
。
乙
未
十
⺼
十
五
日
。）

「
程
子
解
乾
六
爻
」「
朱
子
以
易
爲
筮
書
」
な
ど
は
、
程
伊
川
と
朱
子
の
意
見
を

ま
と
め
た
も
の
。「
程
子
蓋
依
文
言
」な
ど
は
、程
伊
川
の
根
據
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
然
文
言
自
是
一
義
」
な
ど
は
、
東
涯
自
身
の
意
見
を
示
す
。
最
後
に
、「
乙
未
十

⺼
十
五
日
」
と
書
い
て
、
こ
の
箇
條
の
執
筆
年
⺼
日
（
東
涯
四
十
六
歲
）
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
年
⺼
日
は
、
そ
の
最
も
早
い
も
の
は
東
涯
二
十
五
歲
の
時
、
そ
し

て
最
も
お
そ
い
記
錄
は
東
涯
沒
年
の
歬
々
年
、
六
十
五
歲
の
時
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の
よ
う
な
年
⺼
日
の
記
入
を
年
ご
と
に
統
計
し
て
、年
代
順
に
示
す
。
甲
戌（
東

涯
二
十
五
歲
）
１
條
、乙
亥
１
條
、辛
巳
１
條
、癸
未
３
條
、甲
申
１
條
、壬
辰
７
條
、

癸
巳
６
條
、
乙
未
24
條
、
丙
申
３
條
、
丁
酉
17
條
、
戊
戌
７
條
、
己
亥
７
條
、
庚

子
２
條
、
辛
丑
１
條
、
壬
寅
１
條
、
癸
卯
59
條
、
甲
辰
８
條
、
乙
巳
20
條
、
丙
午

６
條
、
丁
未
２
條
、
戊
申
５
條
、
己
酉
（
六
十
歲
）
10
條
、
庚
戌
８
條
、
辛
亥
１
條
、

壬
子
11
條
、
甲
寅
（
六
十
五
歲
）
１
條
。
計
二
百
十
三
條
で
あ
る
が
、
そ
の
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
、六
十
歲
ま
で
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
周
易
經
翼
通
解
』

の
初
稿（
自
筆
第
一
本
）が
完
成
し
た
の
は
、享
保
十
三
年（
東
涯
五
十
九
歲
）で
あ
る
。

そ
の
淨
書
本
が
で
き
た
の
は
、
享
保
十
四
年
（
六
十
歲
）
で
あ
る（
５
）。
そ
の
後
に
、

彼
は
淨
書
本
に
校
正
を
自
ら
行
う
。
そ
れ
故
、
時
閒
的
に
言
え
ば
、『
易
經
集
註
』

に
あ
る
書
入
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
通
解
』
が
で
き
る
歬
の
も
の
で
あ
り
、『
通
解
』

を
著
す
た
め
の
準
備
メ
モ
と
見
て
よ
い（
６
）。

　

な
お
、
こ
の
作
成
時
朞
か
ら
見
る
と
、
東
涯
の
早
年
か
ら
晚
年
ま
で
、
ほ
と
ん

ど
年
ご
と
に
書
入
れ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
書
入
れ
は
、
東
涯
の
易
學
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次
の
よ
う
に
あ
る
。

東
涯
使
用
易
經
集
註
首
卷
見
﨤
シ
ニ
東
所
の
附
箋
ア
リ
、「
此
一
卷
新
寫
全

校
了
。
但
筮
儀
圖
ハ
考
異
條
々
新
本
ヘ
書
入
候
、又
少
々
ノ
考
異
不
入
ア
リ
、

新
本
ハ
可
書
入
候
。
其
節
考
異
可
見
合
事
」
と
、
ソ
ノ
態
度
察
ス
ベ
シ
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、『
集
註
』
の
首
卷
の
書
入
れ
を
寫
す
時
、
ま
ず
「
新
寫
」
が

あ
っ
て
、東
所
が
こ
の
「
新
寫
」
と
『
集
註
』
と
を
校
勘
し
て
、「
新
寫
」
に
は
「
筮

儀
圖
」
と
い
う
圖
の
他
に
、
少
々
の
書
入
れ
も
漏
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
。

こ
の
狀
況
に
對
し
東
所
は
、
筮
儀
圖
も
少
々
の
書
入
れ
も
、
將
來
、「
新
本
」
を

作
る
時
に
入
れ
る
べ
き
と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
の
「
新
寫
」
と
歬
揭
の
東
所
跋
語
に
あ
る
「
寶
曆
壬
午
之
歲
新
寫
」
と
を

合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
東
所
が
校
勘
し
て
い
た
「
此
一
卷
新
寫
」
と
は
、
寶
曆
壬

午
（
一
七
六
二
）
の
年
に
作
っ
た
『
考
異
』
寫
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
存
東
所

寫
本
に
は
、
寶
曆
十
二
年
（
一
七
六
二
）
以
後
數
十
年
の
校
勘
記
錄
も
入
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
寫
本
は
、「
新
寫
」
に
校
勘
と
補
足
を
施
し
て
で
き
た
「
新
本
」

で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
い
。
た
だ
、『
易
經
集
註
』
首
卷
の
書
入
れ
を
集
め
た
東

所
寫
本
の
卷
一
は
缺
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
推
測
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、

以
下
、
直
接
に
東
所
寫
本
に
由
來
す
る
完
全
な
寫
本
（
佐
々
木
寫
本
）
に
よ
っ
て

こ
の
問
題
を
探
求
し
て
み
よ
う
。

（
５
）
佐
々
木
寫
本
の
「
原
本
」

　

佐
々
木
恭
寬
は
、
伊
藤
東
所
の
弟
子
で
あ
る
。
彼
は
『
周
易
傳
義
考
異
』『
周

易
義
例
考
』『
卦
變
考
』
な
ど
東
涯
の
易
著
作
を
寫
し
て
い
た
。
佐
々
木
が
作
っ

た
『
考
異
』
寫
本
の
最
初
に
、
彼
の
次
の
序
文
が
あ
る
。

壬
寅
之
春
、
遊
於
古
義
書
院
。
先
生
辱
賜
借
傳
義
考
異
、
而
手
之
不
置
。

…
…
。
天
朙
壬
寅
夏
六
⺼
、
佐
々
木
恭
寬
謹
書
。（
壬
寅
の
春
に
、
古
義
書
院

に
遊
ぶ
。
先
生
、辱
な
く
も
傳
義
考
異
を
賜
ひ
借
す
。
而
し
て
之
を
手
に
し
置
か
ず
。

　

こ
の
三
系
統
の
寫
本
の
中
、
系
統
二
の
Ⓒ
東
所
寫
本
と
そ
れ
に
由
來
す
る
傳
寫

本
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
Ⓒ
東
所
寫
本
は
、
東
涯
手
澤
本
の
情
報
を

完
全
に
ま
と
め
た
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、こ
の
寫
本
に
は
缺
損
部
分（
卷

一
か
ら
卷
三
ま
で
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
補
足
す
る
た
め
に
系
統
二
の
ほ
か
の

傳
寫
本
な
ど
を
參
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
東
所
寫
本
『
考
異
』

　

古
義
堂
文
庫
所
藏
東
所
寫
本
『
考
異
』（
以
下
、
東
所
寫
本
と
略
稱
）
の
書
式
は
、

行
界
な
し
、
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
。
振
り
假
名
な
し
。
訓
點
な
し
。

　

東
所
寫
本
各
卷
の
丁
數
は
、
卷
四
は
二
十
六
丁
、
卷
五
は
二
十
七
丁
、
卷
六
は

二
十
八
丁
、
卷
七
は
二
十
五
丁
、
卷
八
は
三
十
一
丁
、
卷
九
は
二
十
八
丁
で
あ
る
。

各
卷
に
東
所
の
書
入
れ
が
あ
る
。
最
後
の
册
で
あ
る
第
三
册
（
卷
八
と
卷
九
）
の

後
表
紙
の
裏
側
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

寶
曆
壬
午
之
歲
（
一
七
六
二
年
）
新
寫
。（
墨
筆
）

朙
和
己
丑
（
一
七
六
九
年
）
七
⺼
十
日
校
畢
。（
朱
筆
）

享
和
辛
酉
（
一
八
〇
一
年
）
十
一
⺼
廿
九
日
讀
畢
。（
墨
筆
）

　

卷
五
の
最
末
に
次
の
よ
う
に「
校
訂
」「
讀
已
」の
朱
印
と
朱
筆
書
入
れ
が
あ
る
。

校
訂
（
朱
印
）　　

五
⺼
十
七
日　
　
　

讀
已
（
朱
印
）

　

卷
七
の
最
末
に
朱
筆
の
書
入
れ
と
朱
印
が
あ
る
。

己
丑
六
⺼
九
日　

校
訂
（
朱
印
）　　
　

讀
已
（
朱
印
）

　

卷
九
の
最
初
に
次
の
墨
筆
の
書
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
朱
筆
の
句
讀
點
が
つ
け

て
あ
る
。

繫
辭
以
下
、
條
款
不
整
、
俟
他
日
之
複
校
、
善
韶
謹
誌　

　

こ
れ
ら
東
所
の
跋
語
に
よ
る
と
、彼
は
一
七
六
二
年
に
「
新
寫
」
を
作
っ
た
が
、

そ
の
後
數
十
年
閒
校
勘
な
ど
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
東
所
が
『
集

註
』
の
書
入
れ
を
寫
す
作
業
の
や
り
方
に
つ
い
て
、『
古
義
堂
文
庫
目
錄
』
に
は
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で
、
そ
の
後
の
數
十
年
に
東
所
が
元
來
の
寫
本
に
施
し
た
校
勘
と
變
更
は
佐
々
木

寫
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
東
所
寫
本
の
歬
後
變
化
に
關
し
て
、

佐
々
木
寫
本
と
現
存
東
所
寫
本
と
の
差
異
が
重
要
で
あ
る
。
兩
者
の
卷
四
を
比
較

す
る
と
、
佐
々
木
寫
本
卷
四
の
第
十
五
條
の
後
に
、「
卦
變
圖
傳
義
本
具
（
卦
變

圖
は
傳
義
本
に
具
は
る
）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、『
易
經
集
註
』
に
（
程
伊
川
と
朱
子

の
卦
變
說
を
圖
示
す
る
た
め
に
東
涯
が
作
っ
た
）
卦
變
圖
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ

で
は
省
略
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、佐
々
木
が
見
て
い
た「
原

本
」
で
は
、
卦
變
圖
を
載
せ
ず
、
た
だ
「
卦
變
圖
傳
義
本
具
」
と
い
う
指
示
の
み

が
書
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
古
義
堂
文
庫
所
藏
東
所
寫
本
の
該
當
箇
所
に
は
、「
卦

變
圖
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
の
卷
に
も
こ
の
よ
う
な
卦
變
圖
の
㊒
無
に
關
し

て
佐
々
木
寫
本
と
現
存
東
所
寫
本
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
天
朙
二
年

以
後
に
、
東
所
が
『
考
異
』
寫
本
に
卦
變
圖
を
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
歬
揭
の

『
集
註
』首
卷
に
あ
る
東
所
の
附
箋
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
新
寫
」に
は「
筮
儀
圖
」

が
な
い
の
で
、「
新
本
」を
作
る
時
に
圖
を
入
れ
る
べ
き
と
記
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、

各
卷
の
卦
變
圖
を
加
え
た
の
も
、「
新
本
」
作
成
作
業
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、現
存『
考
異
』諸
寫
本
の
情
報
の
源
は
、東
涯
手
澤
本『
易

經
集
註
』
の
書
入
れ
で
あ
る
。
最
初
に
東
涯
の
書
入
れ
の
全
體
を
集
め
て
い
る
の

は
、
東
所
寫
本
の
『
考
異
』
で
あ
る
。
佐
々
木
寫
本
は
、
東
所
寫
本
に
極
め
て
忠

實
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
東
涯
の
原
文
を
忠
實
に
傳
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
本

文
で
『
考
異
』
を
引
用
す
る
時
、
基
本
的
に
は
東
所
寫
本
に
據
る
が
、
そ
の
缺
い

て
い
る
卷
一
～
三
を
引
用
す
る
場
合
は
、『
易
經
集
註
』
の
書
入
れ
と
佐
々
木
寫

本
と
を
校
合
し
て
引
く
こ
と
に
す
る
。

…
…
。
天
朙
壬
寅
夏
六
⺼
、
佐
々
木
恭
寬
謹
し
み
て
書
す
）

　

ま
た
、
佐
々
木
寫
本
卷
九
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
朙
二
載
壬
寅
夏
六
⺼

旦
全
部
寫
畢
于
古
義
堂
塾

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
佐
々
木
は
天
朙
二
年
（
一
七
八
二
）
に
、
古
義
堂
で
『
考
異
』

を
借
り
て
そ
れ
を
寫
し
た
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
東
所
は
す
で
に
そ
の
二

十
年
歬
の
寶
曆
十
二
年
に
「
新
寫
」
と
い
う
『
考
異
』
寫
本
を
作
っ
て
い
る
。
そ

れ
故
、
佐
々
木
が
言
う
「
先
生
」
は
こ
の
時
の
古
義
堂
當
主
の
東
所
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
佐
々
木
寫
本
と
東
所
寫
本
と
の
關
連
性
は
、
こ
の
寫
本
の
隨
所
に
見
え
る
。

例
え
ば
、
佐
々
木
寫
本
卷
一
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
本
九
行
二
十
字
、
紙
數
六
十
。
今
爲
十
一
行
二
十
字
、
四
十
七
丁
。

天
朙
二
年
壬
寅
（
一
七
八
二
年
）
四
⺼
佐
々
木
恭
寬
書
寫
古
義
堂

　

卷
六
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
本
紙
數
念
八
丁
。
今
約
廿
一
丁
云
。
壬
寅
（
一
七
八
二
年
）
夏
五
⺼
十
三

夕
寫
畢
。
夜
二
更
校
畢
。
佐
々
木
恭
寛
公
綽
謹
記
。　
　

「
念
」
は
「
廿
」
の
同
音
假
借
字
で
あ
る
の
で
、「
念
八
丁
」
は
二
十
八
丁
の
こ

と
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、古
義
堂
文
庫
現
存
の
東
所
寫
本
は
、す
べ
て
（
半
葉
）

九
行
、
行
二
十
字
で
あ
る
。
ま
た
、
東
所
寫
本
の
卷
六
も
二
十
八
丁
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
二
點
は
佐
々
木
が
言
う
「
原
本
」
と
完
全
に
合
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
易
經
集
註
』
に
あ
る
東
涯
の
書
入
れ
と
東
所
寫
本
の
各
條
に
は
、
句

讀
點
が
つ
い
て
い
る
部
分
と
つ
い
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
筆
者
が
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
佐
々
木
寫
本
は
東
所
寫
本
の
句
讀
點
を
も
忠
實
に
傳
え
て
い
る
。
た
だ
、

佐
々
木
本
人
が
句
讀
點
を
つ
け
た
各
條
の
最
後
に
は
、
必
ず
「
私
句
」
と
書
い
て

あ
る
。

　

既
述
の
樣
々
な
狀
況
か
ら
、
佐
々
木
が
東
所
寫
本
を
寫
し
た
時
の
忠
實
な
態
度

が
分
か
る
。
し
か
し
、
佐
々
木
が
古
義
堂
で
こ
の
寫
本
を
寫
し
た
の
は
天
朙
二
年
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霜
而
至
于
冰
、
小
惡
而
至
于
大
、
皆
事
勢
之
順
長
也（
（（
（

。（
霜
に
し
て
冰
に
至
り
、

小
惡
に
し
て
大
に
至
る
。
皆
事
勢
の
順
長
な
り
。）

　

同
じ
文
言
傳
に
つ
い
て
、
朱
子
『
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

古
字
順
愼
通
用
。
按
此
當
作
愼
、
言
當
辨
之
於
微
也（
（（
（

。（
古
字
「
順
」「
愼
」
通

用
す
。
按
ず
る
に
此
れ
當
に
「
愼
」
に
作
る
べ
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
當
に
之
を
微
に

辨
ず
べ
き
と
な
り
。）

　

つ
ま
り
、
程
伊
川
は
「
順
」
字
を
字
面
の
ま
ま
に
解
釋
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對

し
て
、
朱
子
は
「
順
」
を
「
愼
」
の
假
借
字
と
し
て
解
釋
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
關
し
て
、
東
涯
の
『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

胤
按
、「
蓋
言
順
也
」、
程
子
取
順
長
之
義
、
言
其
以
漸
而
長
也
。
朱
子
謂
愼

字
之
誤
。
予
謂
、
下
章
又
言
「
蓋
言
謹
也
」、
當
據
程
子
。
丙
申
壬
二
⺼
六

日
燈
下
草
。（
胤
按
ず
る
に
、「
蓋
言
順
也
」、
程
子
、
順
長
の
義
を
取
り
、
其
の
漸

を
以
て
長
ず
る
を
言
ふ
な
り
。
朱
子
、「
愼
」
字
の
誤
り
な
り
と
謂
ふ
。
予
謂
へ
ら
く
、

下
章
又
た
「
蓋
言
謹
也
」
と
言
へ
ば
、當
に
程
子
に
據
る
べ
し
。
丙
申
壬
二
⺼
六
日
、

燈
下
に
草
す
。）

　

東
涯
は
坤
卦
文
言
傳
の
文
脉
に
よ
っ
て
判
斷
を
下
し
て
い
る
。
文
言
傳
で
は
、

坤
卦
初
六
の
爻
に
關
し
て
、「
蓋
言
順
也
」と
あ
り
、ま
た
六
四
の
爻
に
關
し
て
、「
蓋

言
謹
也
」
と
あ
る
。
坤
卦
初
六
と
六
四
と
の
二
爻
が
、
違
う
意
味
を
持
っ
て
い
る

か
ら
、
二
爻
の
解
釋
と
し
て
の
「
蓋
言
順
也
」
と
「
蓋
言
謹
也
」
も
、
混
同
で
き

な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
し
朱
子
の
よ
う
に
、「
順
」
を
「
愼
」
の
假
借
字
と
し
て

扱
う
な
ら
ば
、兩
者
の
意
味
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
、

「
蓋
言
順
也
」の
解
釋
に
つ
い
て
は
、程
伊
川
の
說
に
從
う
と
東
涯
は
考
え
て
い
る
。

『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

順
、
順
習
也
。
言
以
漸
而
長
。
總
言
戒
之
於
早
。（
順
は
、
順
習
な
り
。
言
ふ

こ
こ
ろ
は
、
漸
を
以
て
長
ず
。
總
じ
て
之
を
早
に
戒
む
る
を
言
ふ
。）

二　
『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
關
係

　

從
來
の
硏
究
に
お
い
て
、『
周
易
經
翼
通
解
』
は
讀
易
筆
記
の
『
周
易
傳
義
考
異
』

の
「
集
大
成
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
」
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、『
考
異
』

と
『
通
解
』
と
の
具
體
的
な
關
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い（
（（
（

。

　

こ
の
問
題
に
關
し
て
、『
通
解
』
東
所
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

吾
祖
考
晚
年
將
㊟
易
、
已
解
乾
坤
及
大
象
、
名
以
古
義
。
先
考
自
夙
歲
深
好

易
、
考
傳
義
之
異
同
、
題
之
上
幀
。
苦
心
盡
力
、
剖
別
甚
精
。
祖
考
嘗
稱
曰
、

殆
不
讓
古
人
好
易
者
。
祖
考
見
背
、
古
義
亦
未
成
。
故
本
過
庭
之
大
意
、
考

索
傳
義
、
以
爲
㊟
述
、
名
曰
經
翼
通
解（

（（
（

。（
吾
が
祖
考　
晚
年
に
將
に
易
に
㊟
せ

ん
と
し
、
已
に
乾
坤
及
び
大
象
を
解
し
、
名
づ
く
る
に
古
義
を
以
て
す
。
先
考
、
夙

歲
よ
り
深
く
易
を
好
み
、
傳･

義
の
異
同
を
考
へ
、
之
を
上
幀
に
題
す
。
苦
心
し
力

を
盡
く
し
、
剖
別
甚
だ
精
な
り
。
祖
考
嘗
て
稱
し
て
曰
く
、「
殆
ど
古
人
の
易
を
好
む

者
に
讓
ら
ず
」
と
。
祖
考
見け

ん

背ぱ
い

し
、
古
義
も
亦
た
未
だ
成
ら
ず
。
故
に
過
庭
（
論
語

･

季
氏
）
の
大
意
に
本
づ
き
、
傳･

義
を
考
索
し
、
以
て
㊟
述
を
爲
す
。
名
づ
け
て

經
翼
通
解
と
曰
ふ
。）

「
考
傳
義
之
異
同
、
題
之
上
幀
」
は
、
歬
述
の
、
東
涯
が
「
考
異
」
を
作
る
經

緯
を
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
夙
歲
（
早
年
）
か
ら
で
あ
り
、
手
澤
本
の
書
入
れ

の
執
筆
年
⺼
日
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
東
涯
が
『
經
翼
通
解
』
を
作
る
時
に
、

父
仁
齋
の
意
見
だ
け
で
な
く
、「
傳
義
」
の
「
考
索
」（
つ
ま
り
「
考
異
」）
に
も
基

づ
く
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
に
、
實
例
を
あ
げ
て
、『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の

關
係
を
說
朙
し
よ
う
。

・
例
１　

程
伊
川
の
『
易
傳
』
に
從
う
事
例

　

坤
卦
文
言
傳
の
「
易
曰
、
履
霜
、
堅
冰
至
。
蓋
言
順
也
」
に
つ
い
て
、
程
伊
川

の
『
易
傳
』（
以
下
は
『
程
傳
』
と
略
稱
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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く
な
ら
ん
。
當
に
本
義
に
從
ふ
べ
し
。
乙
未
十
⺼
廿
五
日
夕
。）

　

つ
ま
り
、
東
涯
は
「
保
合
太
和
、
乃
利
貞
」
に
關
す
る
程
伊
川
と
朱
子
の
解
釋

を
分
析
し
て
、
程
氏
の
說
で
は
、「
保
合
太
和
」
は
天
衟
の
全
體
に
つ
い
て
說
き
、

朱
子
の
說
で
は
、「
保
合
太
和
」は
萬
物
の
個
體
に
つ
い
て
說
く
と
判
斷
し
て
い
る
。

彖
傳
の
原
文
で
は
、「
保
合
太
和
」
の
す
ぐ
歬
に
、「
各
正
性
命
」
と
あ
り
、
說
朙

し
て
い
る
對
象
は
萬
物
の
各
々
個
體
で
あ
る
。そ
の
文
脉
に
よ
る
と
、「
保
合
太
和
」

の
主
語
も
萬
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
東
涯
は
朱
子
の
說
に
從
う
と

主
張
し
て
い
る
。

「
保
合
太
和
」
に
つ
い
て
、『
通
解
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
和
者
、
陰
陽
沖
和
之
氣
也
。
物
各
完
具
、
不
借
於
外
、
謂
之
保
合
。
則
人

得
其
爲
人
、
物
得
其
爲
物
、
可
以
見
利
貞
之
德
矣
。
元
亨
之
德
在
天
、
利
貞

則
以
物
而
言
。（
太
和
と
は
、
陰
陽
沖
和
の
氣
な
り
。
物
各
々
完
く
具
は
り
、
外
に

借
ら
ず
。
之
を
保
合
と
謂
ふ
。
則
ち
人
其
の
人
た
る
を
得
て
、物
其
の
物
た
る
を
得
て
、

以
て
利
貞
の
德
を
見
る
べ
し
。
元
亨
の
德
は
天
に
在
り
、
利
貞
は
則
ち
物
を
以
て
し

て
言
ふ
。）

「
保
合
太
和
、
乃
利
貞
」
と
は
、「
天
」
で
は
な
く
、「
物
」
に
關
す
る
言
說
で

あ
る
と
東
涯
が
强
調
し
て
い
る
の
は
、
確
か
に
『
考
異
』
で
選
擇
し
た
と
お
り
、

朱
子
の
說
に
基
づ
い
た
解
釋
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
例
の
よ
う
に
、『
通
解
』に
は
た
だ

略
な
結
論
の
み
が
示
さ
れ
る
が
、

『
考
異
』
に
は
こ
の
結
論
に
到
逹
す
る
た
め
の
詳
し
い
論
理
過
程
が
說
朙
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
故
、『
考
異
』
を
參
照
し
な
い
と
、『
通
解
』
に
出
て
く
る
結
論
の
背

後
に
あ
る
、
程
傳
・
朱
義
を
考
察
し
た
り
取
捨
し
た
り
し
た
東
涯
の
思
索
過
程
が

分
か
ら
な
く
な
る（
（（
（

。

　

そ
れ
故
、
東
涯
が
程
朱
易
學
に
對
し
て
行
う
取
捨
分
析
が
ど
の
よ
う
な
方
法
と

原
則
に
從
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
東
涯
易
學
の

　

確
か
に
、
右
の
『
考
異
』
で
選
擇
し
た
と
お
り
、
朱
子
の
說
を
捨
て
て
、
程
伊

川
の
說
に
基
づ
い
た
解
釋
を
あ
げ
て
い
る
。

・
例
２　

朱
子
の
『
周
易
本
義
』
に
從
う
事
例

　

乾
卦
彖
傳
「
保
合
太
和
、乃
利
貞
（
太
和
を
保
合
す
れ
ば
、乃
ち
貞
し
き
に
利
あ
り
）」

に
つ
い
て
、『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

保
謂
常
存
、
合
謂
常
和
。
保
合
太
和
、
是
以
利
且
貞
也
。
天
地
之
衟
、
長
久

而
不
已
者
、
保
合
太
和
也
。（
保
は
常
に
存
す
る
を
謂
ひ
、
合
は
常
に
和
す
る
を

謂
ふ
。
太
和
を
保
合
す
、
是
を
以
て
利
あ
り
且
つ
貞
し
き
な
り
。
天
地
の
衟
、
長
久

に
し
て
已
ま
ざ
る
は
、
太
和
を
保
合
す
れ
ば
な
り
。）

　
『
程
傳
』
に
よ
る
と
、「
保
合
太
和
」
と
は
、
恆
常
な
存
在
を
保
っ
て
、
恆
常
な

中
和
を
な
し
て
、
天
地
の
衟
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
續
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

同
じ
彖
傳
の
文
に
關
し
て
、『
周
易
本
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
和
、
陰
陽
會
合
沖
和
之
氣
也
。
保
合
者
、
全
於
已
生
之
後
。
此
言
萬
物
各

得
其
性
命
以
自
全
。（
太
和
は
、
陰
陽
會
合
す
る
沖
和
の
氣
な
り
。
保
合
と
は
、
已

に
生
ず
る
の
後
に
全
う
す
。
此
れ
萬
物
各
々
其
の
性
命
を
得
て
以
て
自
ら
全
う
す
る

を
言
ふ
。）

『
本
義
』
に
よ
る
と
、「
保
合
太
和
」
と
は
、
天
地
が
萬
物
を
生
じ
た
後
で
、
萬

物
が
各
々
天
地
か
ら
も
ら
っ
た
「
沖
和
の
氣
」
を
そ
の
性
命
と
し
て
得
て
、
維
持

す
る
こ
と
で
あ
る
。『
程
傳
』
と
『
本
義
』
の
說
に
つ
い
て
、『
考
異
』
に
は
、
次

の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

「
保
合
太
和
」、
程
子
就
天
衟
上
說
、
言
其
沖
和
不
易
之
理
。
朱
子
就
萬
物
上

說
、
言
一
物
上
各
含
元
氣
。
朱
子
意
蓋
承
上
文
各
正
性
命
說
。
當
從
本
義
。

乙
未
十
⺼
廿
五
日
夕
。（「
太
和
を
保
合
す
」は
、程
子
は
天
衟
の
上
に
就
き
て
說
き
、

其
の
沖
和
不
易
の
理
を
言
ふ
。
朱
子
は
萬
物
の
上
に
就
き
て
說
き
、一
物
の
上
に
各
々

元
氣
を
含
む
を
言
ふ
。
朱
子
の
意
は
蓋
し
上
文
「
各
々
性
命
を
正
す
」
を
承
け
て
說



伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色

二
四
三

抵
易
は
讀
む
者
の
見
る
所
に
隨
ひ
、
義
を
取
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
卦
辭
は
或
は
成

卦
の
義
に
非
ず
。「
彖
曰
」
は
或
は
卦
辭
の
義
に
非
ず
。
大
象
に
至
り
て
は
則
ち
亦
た

各
々
別
な
り
。讀
む
者
各
々
其
の
異
な
る
を
異
に
し
、其
の
同
じ
き
を
同
じ
く
す
れ
ば
、

可
な
り
。
若
し
混
雜
し
て
辨
ぜ
ず
、
一
樣
と
做
し
看
れ
ば
、
則
ち
同
じ
き
を
欲
す
れ

ど
も
却
て
異
な
り
、
詳
ら
か
な
る
を
欲
す
れ
ど
も
却
て
疏
に
し
て
、
遂
に
易
の
本
旨

を
得
ず
。）

「
成
卦
之
義
」と
い
う
の
は
、あ
る
卦
が
そ
の
卦
に
な
る
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

卦
名
の
由
來
で
あ
る
。
こ
こ
で
東
涯
は
、
泰
卦
の
卦
名
・
卦
辭
・
彖
傳
・
大
象
傳

そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
二
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
、『
考
異
』
小
畜
卦
の
所
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

畜
之
爲
小
、
程
傳
具
二
意
。
以
小
畜
大
、
是
一
義
。
所
畜
之
小
、
是
一
義
。

觀
彖
曰
、
則
可
主
歬
說
。（
畜
の
小
た
る
は
、
程
傳
に
二
意
を
具
ふ
。
小
を
以
て

大
を
畜
ふ
は
、
是
れ
一
義
な
り
。
畜
ふ
所
の
小
な
る
は
、
是
れ
一
義
な
り
。「
彖
に
曰

く
」
を
觀
れ
ば
、
則
ち
歬
說
を
主
と
す
べ
し
。）

「
小
畜
」
と
い
う
卦
名
の
意
味
に
關
し
て
、『
程
傳
』
に
は
、
二
つ
の
解
釋
が
擧

げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
小
に
よ
っ
て
大
を
蓄
え
る
」
と
、「
蓄
え
る
所
が
小

さ
い
」
と
の
二
つ
の
解
釋
で
あ
る
。
程
傳
の
こ
の
二
つ
の
解
釋
を
見
る
と
、實
は
、

兩
者
は
關
連
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
小
さ
い
も
の
に
よ
っ
て
大
き
い
も
の

を
蓄
え
る
時
は
、
蓄
え
ら
れ
る
所
も
必
ず
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
意
味
の
そ
の
よ
う

な
關
連
が
あ
る
か
ら
、
二
つ
の
解
釋
を
擧
げ
て
、
經
文
に
含
め
ら
れ
て
い
る
豐
富

な
意
味
を
導
き
出
す
の
が
、
程
伊
川
の
や
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
涯
は
、
彖

傳
の
原
文
に
「
蓄
え
る
所
が
小
さ
い
」
と
い
う
の
は
直
接
に
見
え
な
い
た
め
、
そ

の
解
釋
を
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
經
文
の
字
面
を
超
え
て
、
義
理
を
發
揮
す

る
こ
と
を
愼
む
の
で
あ
る
。

理
解
に
は
肝
要
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。

三　
『
考
異
』
に
見
え
る
本

檢
討
の
原
則

　

東
涯
は
、そ
の
父
仁
齋
の
考
え
方
を
繼
承
し
て
、「
文
王
作
卦
辭
、周
公
作
爻
辭
、

孔
子
作
十
翼
」と
い
う
傳
統
的
な
觀
點
に
反
對
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、易
は
元
々

卜
筮
書
で
あ
る
卦
爻
辭
と
、
趣
旨
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
十
翼
各
篇
と
か
ら
構
成
さ
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
東
涯
の
易
解
釋
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
展

開
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、新
し
い
易
學
觀
だ
け
で
は
、

完
全
な
易
解
釋
に
は
な
ら
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
、
完
全
な
易
解
釋
を
完
成
す
る

た
め
に
、
東
涯
は
程
傳
・
朱
義
の
極
め
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
精
讀
し
て
、
兩
者

の
取
捨
選
擇
に
基
づ
い
て
『
通
解
』
を
著
し
た
。
そ
の
取
捨
選
擇
は
、
古
義
學
的

な
易
學
觀
に
結
局
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
が
隨
所
に

見
ら
れ
る
。

・
原
則
一　

卦
名
・
卦
辭
・
爻
辭
・
十
翼
各
篇
と
い
う
『
周
易
』
內
部
の
各
部
分

は
、
作
者
・
作
成
時
代
も
、
趣
旨
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
、
各
部
分
が
必
ず

し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
に
、
無
理
に
整
合
性
を
と
る
必
要
は
な

い
。
つ
ま
り
、
各
部
分
を
意
圖
的
に
整
合
さ
せ
、
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
嚴
に

愼
む
。

・
原
則
二　
『
周
易
』
の
各
文
・
句
・
語
を
解
釋
す
る
時
に
、
で
き
る
だ
け
書
い

て
あ
る
文
字
ど
お
り
に
解
釋
す
る
。
つ
ま
り
、
經
文
の
字
面
を
離
れ
て
、
義

理
を
發
揮
す
る
こ
と
を
嚴
に
愼
む
。

　

原
則
一
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
、『
考
異
』
の
泰
卦
の
所
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
抵
易
隨
讀
者
所
見
、
取
義
不
同
。
卦
辭
或
非
成
卦
之
義
、
彖
曰
或
非
卦
辭

之
義
。
至
大
象
則
亦
各
別
。
讀
者
各
異
其
異
、
各
同
其
同
、
可
矣
。
若
混
雜

不
辨
、
做
一
樣
看
、
則
欲
同
卻
異
、
欲
詳
卻
疏
、
遂
不
得
易
之
本
旨
矣
。（
大
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こ
の
よ
う
な
原
則
は
、「
實
事
求
是
」
を
目
標
と
す
る
文
獻
學
方
法
に
よ
く
合
致

し
て
い
る
。
事
實
に
對
す
る
眞
摯
な
探
求
は
、
東
涯
易
學
の
基
底
に
あ
る
特
性
だ

と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
實
の
探
求
だ
け
が
、
東
涯
易
學
の
全
部
で
は
な
い
。

古
義
學
的
な
價
値
判
斷
に
よ
っ
て
易
解
釋
を
構
築
す
る
一
面
も
あ
る
。
そ
れ
は
卜

筮
と
義
理
と
の
關
係
に
お
い
て
最
も
朙
瞭
に
現
れ
る
。
次
節
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
論
じ
る
。四　

卜
筮
と
義
理

　

易
の
性
質
に
關
し
て
、『
通
解
』
釋
例
に
お
い
て
程
傳
と
本
義
を
比
較
し
な
が

ら
東
涯
自
身
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
說
朙
し
て
い
る
。

程
傳
義
解
精
詳
、尤
切
人
事
。
本
義
條
例
朙
白
、多
所
發
朙
。
易
本
卜
筮
之
書
、

本
義
之
趣
、
固
得
其
原
旨
者
也
。
然
萬
世
學
者
、
遵
夫
子
之
衟
以
爲
學
、
則

當
從
程
傳
以
義
理
觀
易
。（『
程
傳
』
は
義
解
精
詳
に
し
て
、
尤
も
人
事
に
切
な
り
。

『
本
義
』
は
條
例
朙
白
に
し
て
、發
朙
す
る
所
多
し
。『
易
』
は
本
は
卜
筮
の
書
な
れ
ば
、

『
本
義
』
の
趣
、
固
よ
り
其
の
原
旨
を
得
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
萬
世
の
學
者
、
夫
子

の
衟
に
遵
ひ
て
以
て
學
を
爲
せ
ば
、
則
ち
當
に
『
程
傳
』
に
從
ひ
て
義
理
を
以
て
易

を
觀
る
べ
し
。）

　

易
は
も
と
も
と
卜
筮
の
書
で
あ
る
と
い
う
朱
子
の
見
解
に
東
涯
は
贊
成
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
、
程
伊
川
の
見
解
に
よ
っ
て
易
經
の
義
理
を

見
出
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
實
判
斷
と
價
値
判
斷
と
の
相
違

を
、
東
涯
は
ど
の
よ
う
に
調
和
し
て
い
る
の
か
。『
考
異
』
を
通
し
て
考
察
し
て

み
よ
う
。

・
例
１

　

比
卦
の
卦
辭
「
比
、
吉
、
原
筮
」
に
は
、「
筮
」
の
字
が
出
て
く
る
が
、
こ
の

　

以
上
の
二
つ
の
原
則
は
互
い
に
關
連
し
て
、支
え
あ
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

履
卦
に
つ
い
て
、『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

履
之
名
卦
、
大
象
取
其
上
天
下
澤
之
義
、
說
辨
上
下
、
定
民
志
之
象
。
則
固

㊒
禮
之
意
。
然
只
就
上
下
二
象
言
耳
。
若
直
以
履
爲
禮
、
則
自
序
卦
意
。
彖

象
序
卦
、
所
指
不
同
。
各
同
其
同
、
各
異
其
異
、
可
矣
。
先
儒
以
十
翼
爲
盡

孔
子
之
書
、
混
合
無
別
。
不
可
不
察
。（
履
の
卦
に
名
づ
く
る
に
、
大
象
は
其
の

上
天
下
澤
の
義
を
取
り
、「
上
下
を
辨
じ
、
民
の
志
を
定
む
」
の
象
を
說
け
ば
、
則
ち

固
よ
り
禮
の
意
㊒
り
。
然
れ
ど
も
只
だ
上
下
二
象
に
就
き
て
言
ふ
の
み
。
直
ち
に「
履
」

を
以
て
「
禮
」
と
爲
す
が
若
き
は
、則
ち
自
ら
『
序
卦
』
の
意
な
り
。
彖
・
象
・
序
卦
は
、

指
す
所
同
じ
か
ら
ず
。
各
々
其
の
同
じ
き
を
同
じ
く
し
て
、
各
々
其
の
異
な
る
を
異

に
す
れ
ば
、
可
な
り
。
先
儒
、
十
翼
を
以
て
盡
く
孔
子
の
書
と
爲
し
、
混
合
し
て
別

つ
無
し
。
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。）

　

履
の
卦
に
つ
い
て
、序
卦
傳
に
は
、「
物
畜
然
後
㊒
禮
、故
受
之
以
履
」と
あ
っ
て
、

「
履
」
と
「
禮
」
を
同
一
視
し
て
い
る
。
大
象
傳
に
は
、「
君
子
以
辨
上
下
、
定
民

志
」
と
あ
る
。「
辨
上
下
、
定
民
志
」
と
い
う
の
は
、「
禮
」
の
內
容
と
機
能
だ
と

言
え
る
か
ら
、
大
象
傳
も
序
卦
傳
と
同
じ
よ
う
に
「
履
」
と
「
禮
」
を
同
一
視
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
東
涯
は
そ
れ
に
反
對
す
る
。
東
涯

に
よ
る
と
、「
辨
上
下
、
定
民
志
」
は
確
か
に
「
禮
」
と
關
連
す
る
が
、「
履
＝
禮
」

と
い
う
表
現
は
大
象
傳
に
は
見
え
な
い
。
ほ
か
の
解
釋
者
に
と
っ
て
は
、
大
象
傳

と
序
卦
傳
と
を
合
わ
せ
て
解
釋
す
る
の
は
自
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
涯

に
と
っ
て
は
、
細
か
い
意
味
の
區
別
も
、
か
く
ま
で
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
區
別
を
認
め
た
上
で
、「
大
象
」
と
「
序
卦
」
と
の
區
別
も
朙
ら

か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
考
異
』
に
お
け
る
經
文
・
程
傳
・
朱
義
に
對
す
る
分
析
は
こ
の
二
つ
の
原
則

に
基
づ
く
。
故
に
、
こ
の
二
つ
の
原
則
が
、
東
涯
易
學
の
基
礎
だ
と
言
え
よ
う
。
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し
く
大
人
を
見
る
べ
し
」
の
如
き
は
、
宜
し
く
大
德
中
正
の
人
を
見
る
べ
く
、
則
ち

其
の
辯
、
朙
ら
か
な
る
を
謂
ふ
。
言
は
見
る
の
歬
に
在
り
。
乾
の
二
・
五
は
、
則
ち
聖

人
既
に
出
で
、
上
下
相
ひ
見
、
共
に
其
の
事
を
成
す
。
利
と
す
る
所
は
、
大
人
を
見

れ
ば
な
り
。
言
は
見
る
の
後
に
在
り
。）

　

程
伊
川
に
よ
る
と
、
訟
卦
卦
辭
の
「
利
見
大
人
」
と
乾
卦
九
五
（
及
び
九
二
）

の
爻
辭
の
そ
れ
と
は
、
言
葉
は
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
的
に
は
異
な
る
。
訟
卦
は

訴
訟
・
紛
爭
を
表
す
卦
で
あ
る
の
で
、
そ
の
卦
辭
の
「
利
見
大
人
」
は
、「
公
正

な
大
人
に
見ま
み

え
た
ら
、
公
正
な
裁
判
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
乾
卦

九
五
は
、
聖
人
の
君
主
と
臣
下
と
が
こ
の
世
に
出
て
、
會
見
し
て
、
平
天
下
の
事

業
を
成
す
こ
と
を
表
す
爻
で
あ
る
の
で
、
そ
の
爻
辭
の
「
利
見
大
人
」
は
、「
大

人
が
こ
の
世
に
現
れ
て
、
互
い
に
會
見
し
た
と
い
う
既
成
の
事
實
に
よ
っ
て
、
利

が
生
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

程
伊
川
の
見
解
に
つ
い
て
、『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
本
占
書
、
所
以
決
嫌
疑
、
定
猶
豫
。
諸
卦
中
言
利
不
利
者
、
皆
言
値
是
爻

者
之
利
不
利
。
三
百
八
十
四
爻
、
其
立
言
皆
在
事
之
歬
。
猶
後
世
占
書
曰
、

某
日
宜
架
屋
、
某
日
宜
植
木
。（『
易
』
は
本
は
占
書
に
し
て
、
嫌
疑
を
決
し
、
猶

豫
を
定
む
る
所
以
な
り
。
諸
卦
の
中
に
「
利
し
」「
利
し
か
ら
ず
」
と
言
ふ
は
、
皆
是

の
爻
に
値あ

た
る
者
の
利
し
き
と
利
し
か
ら
ざ
る
と
を
言
ふ
。
三
百
八
十
四
爻
、
其
の

言
を
立
つ
る
は
、
皆
な
事
の
歬
に
在
り
。
猶
ほ
後
世
の
占
書
に
、「
某
日
に
宜
し
く
屋

を
架
す
べ
し
」「
某
日
に
宜
し
く
木
を
植
う
べ
し
」
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。）

　

程
傳
で
は
、
乾
卦
の
「
利
見
大
人
」
と
訟
卦
の
「
利
見
大
人
」
と
は
意
味
が
違

っ
て
、
乾
卦
の
「
利
見
」
は
見
た
後
で
の
話
で
あ
り
、
訟
卦
の
「
利
見
」
は
見
る

歬
の
話
で
あ
る
と
い
う
說
が
提
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
涯
に
よ
る
と
、
易
は
も

と
も
と
卜
筮
書
で
あ
る
か
ら
、
卦
爻
辭
は
全
部
占
う
人
の
將
來
の
境
遇
を
豫
言
し

た
も
の
で
あ
り
、
乾
卦
と
訟
卦
の
「
利
見
」
は
と
も
に
見
る
歬
の
話
で
な
け
れ
ば

字
に
對
し
て
、『
考
異
』
と
『
通
解
』
と
の
違
い
は
極
め
て
興
味
深
い
。

　

比
卦
の
卦
辭
に
關
し
て
、『
考
異
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凢
易
中
筮
字
、
程
子
則
做
推
原
占
決
解
、
如
蒙
之
初
筮
及
原
筮
皆
然
。
朱
子

則
直
做
卜
筮
說
。
今
審
易
本
旨
、
固
如
朱
子
之
說
。
然
以
易
爲
義
理
書
、
則

程
子
之
言
亦
不
可
非
也
。（
凢
そ
『
易
』
中
の
筮
の
字
、
程
子
は
則
ち
推
原
し
占

決
す
と
做
し
解
す
。
蒙
の
初
筮
及
び
原
筮
の
如
き
、
皆
然
り
。
朱
子
は
則
ち
直
ち
に

卜
筮
と
做
し
說
く
。
今
、易
の
本
旨
を
審
ら
か
に
す
れ
ば
、固
よ
り
朱
子
の
說
の
如
し
。

然
れ
ど
も
易
を
以
て
義
理
の
書
と
爲
せ
ば
、
則
ち
程
子
の
言
も
亦
た
非
と
す
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。）

　

つ
ま
り
、
歷
史
事
實
に
つ
い
て
は
朱
子
の
說
に
贊
成
し
て
い
る
が
、
儒
者
の
立

場
か
ら
程
伊
川
の
說
も
維
持
し
た
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
比
卦
の
卦
辭
に

關
し
て
、『
通
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

原
、再
也
。
原
筮
者
、再
筮
致
審
之
意
。
人
之
相
比
、始
擇
之
不
審
、苟
焉
而
合
、

則
凶
終
隙
末
、
不
全
其
交
。（
原
は
、
再
な
り
。「
原
筮
」
と
は
、
再
び
筮
し
審
ら

か
な
る
を
致
す
の
意
な
り
。人
の
相
ひ
比
す
は
、始
め
て
之
を
擇
ぶ
に
審
ら
か
な
ら
ず
、

苟
め
に
し
て
合
へ
ば
、
則
ち
終
を
凶
に
し
末
を
隙
に
し
、
其
の
交
を
全
う
せ
ず
。）

　

つ
ま
り
、「
筮
」の
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、解
釋
を
施
し
て
い
な
い
。そ
の
上
、

「
再
筮
」の
轉
義「
致
審
」を
强
調
し
て
、卦
辭
の
義
理
を
發
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
例
２

　

乾
卦
九
五
の
爻
辭
「
飛
龍
、
天
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利
し
」
に
關
し
て
、

『
程
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
中
利
見
大
人
、
其
言
則
同
、
義
則
㊒
異
。
如
訟
之
「
利
見
大
人
」、
謂
宜

見
大
德
中
正
之
人
、
則
其
辯
朙
。
言
在
見
歬
。
乾
之
二
五
、
則
聖
人
既
出
、

上
下
相
見
、
共
成
其
事
、
所
利
者
、
見
大
人
也
。
言
在
見
後
。（『
易
』
中
の

「
利
見
大
人
」
は
、
其
の
言
は
則
ち
同
じ
き
も
、
義
は
則
ち
異
な
る
㊒
り
。
訟
の
「
利
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筮
の
こ
と
を
言
わ
な
い
で
、
乾
卦
九
五
の
爻
は
「
朙
君
が
大
德
の
臣
下
を
登
用
す

る
の
が
よ
い
こ
と
」
と
い
う
こ
と
の
象
徵
で
あ
る
と
す
る
。

　

私
的
な
讀
易
筆
記
の
『
考
異
』
で
は
、
易
を
卜
筮
の
書
と
し
て
は
っ
き
り
說
朙

し
て
い
る
が
、
正
式
な
著
作
の
『
通
解
』
で
は
、
卜
筮
關
係
の
こ
と
を
で
き
る
だ

け
避
け
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
か
え
っ
て
う
け
る
、
こ
の
東
涯
の
易
解
釋
は
興
味

深
い
。
こ
の
よ
う
な
東
涯
の
獨
特
な
考
え
方
は
、
や
は
り
東
涯
の
易
學
觀
に
關
わ

る
。
次
節
で
は
こ
の
易
學
觀
を

單
に
檢
討
し
て
み
よ
う
。

五　

東
涯
の
易
學
觀

　

儒
學
の
全
體
に
お
い
て
、『
周
易
』
と
い
う
經
典
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め

る
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
涯
の
見
解
に
は
仁
齋
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ

し
、
仁
齋
は
た
だ
ア
イ
デ
ィ
ア
の
要
點
を
出
す
だ
け
で
、
そ
の
考
え
方
の
完
成
と

詳
細
な
論
證
は
東
涯
の
著
作
を
俟
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
東
涯

の
著
作
を
中
心
に
、
卦
爻
辭
と
十
翼
と
の
二
部
分
を
分
け
て
そ
の
古
義
學
的
な
易

學
觀
を
論
じ
る
。

（
１
）
卦
爻
辭

『
周
易
』の
卦
爻
辭
に
關
し
て
、朱
子
は
そ
の
卜
筮
起
源
を
朙
快
に
論
定
し
た
が
、

彼
は
卜
筮
の
靈
驗
を
信
じ
、
卜
筮
と
衟
德
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
仁

齋
と
東
涯
と
は
朱
子
の
卜
筮
起
源
說
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
卜
筮
に
對
し
て
低
い

評
價
を
下
し
て
い
る（
（（
（

。『
讀
易
私
說
』
の
「
論
聖
人
用
卜
筮
之
意
」
で
卜
筮
の
靈

驗
と
信
憑
性
を
否
定
し
、「
論
爻
辭
言
吉
凶
之
異
」
で
卜
筮
と
衟
德
と
の
結
び
つ

き
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、卜
筮
に
對
す
る
東
涯
の
輕
視
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
卜
筮
書
で
あ
る
『
周
易
』
卦
爻
辭
に
對
す
る
東
涯
の
評
價
が
低
く
な
る

の
も
當
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
涯
は
卜
筮
と
卦
爻
辭
を
全
否
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
卜
筮
及
び
こ
れ
に
關
連
す
る
鬼
神
に
つ
い
て
、
東
涯
は
『
古
今
學
變
』
で

な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
程
伊
川
の
說
に
は
從
わ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
諸
卦
の
爻
辭
に
出
て
く
る
「
利
」
と
「
不
利
」
と
は
、「
皆
言
値

是
爻
者
之
利
不
利
」
と
朙
言
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
通
解
』
を
見
る
と
、

爻
辭
に
出
て
く
る
「
利
」「
不
利
」
の
言
葉
に
つ
い
て
、
東
涯
は
一
言
も
そ
の
よ

う
な
卜
筮
說
に
觸
れ
て
い
な
い
。乾
卦
九
五
に
對
す
る『
通
解
』の
解
釋
を
見
よ
う
。

此
爻
在
乾
之
時
、
而
剛
健
中
正
、
進
居
天
位
、
德
化
大
行
。
而
下
與
九
二
同

德
相
應
、
故
其
象
爲
利
見
大
德
之
臣
、
以
輔
其
治
也
。
蓋
自
古
㊒
臣
而
無
君

時
㊒
矣
、
未
㊒
㊒
君
而
無
臣
時
也
。
上
㊒
堯
舜
之
君
、
則
下
㊒
稷
契
之
臣
。

何
者
、
天
下
之
廣
、
無
時
無
才
、
唯
朙
主
能
知
而
用
之
、
用
而
盡
其
才
、
此

九
五
之
所
以
利
見
大
人
也
。（
此
の
爻
、
乾
の
時
に
在
り
て
、
剛
健
中
正
に
し
て
、

進
み
て
天
位
に
居
り
、
德
化
大
い
に
行
は
る
。
而
し
て
下
に
九
二
と
德
を
同
じ
く
し

て
相
ひ
應
ず
、
故
に
其
の
象
は
、
大
德
の
臣
を
見
て
、
以
て
其
の
治
を
輔
く
に
利
し

と
爲
す
な
り
。
蓋
し
古
よ
り
臣
㊒
り
て
君
無
き
時
は
㊒
る
も
、
未
だ
君
㊒
り
て
臣
無

き
時
㊒
ら
ざ
る
な
り
。
上
に
堯
舜
の
君
㊒
れ
ば
、
則
ち
下
に
稷
契
の
臣
㊒
り
。
何
と

な
れ
ば
、
天
下
の
廣
き
は
、
時
と
し
て
才
な
き
こ
と
無
く
、
唯
だ
朙
主
の
み
能
く
知

り
て
之
を
用
ひ
、
用
ひ
て
其
の
才
を
盡
せ
ば
な
り
。
此
れ
九
五
の
大
人
を
見
る
に
利

し
き
所
以
な
り
。）

　

九
五
と
九
二
と
は
相
應
じ
る
爻
で
あ
り
、
朙
君
と
忠
臣
と
が
協
力
す
る
こ
と
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
九
五
の
「
利
見
大
人
」
は
、
朙
君
が
大
德
の
臣
下
を
採
用
す

る
の
が
よ
い
こ
と
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、「
蓋
し
…
」
以
下
の
部
分
で
は
、

爻
辭
の
意
味
の
演
繹
と
し
て
、
人
材
を
登
用
す
る
見
識
と
度
量
を
持
っ
て
い
る
君

主
さ
え
あ
れ
ば
、
㊒
用
な
人
材
が
現
れ
な
い
心
配
は
な
い
と
い
う
儒
敎
的
衟
理
を

も
說
い
て
い
る
。『
考
異
』
に
よ
れ
ば
、
乾
卦
九
五
の
爻
辭
「
利
見
大
人
」
は
、

占
う
人
が
占
い
の
結
果
と
し
て
こ
の
爻
辭
を
得
て
、
將
來
は
「
大
人
を
見
る
に
利

し
き
」
境
遇
に
あ
る
と
い
う
豫
言
で
あ
る
。
し
か
し
、『
通
解
』
で
は
、
こ
の
占



伊
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次
の
よ
う
に
判
斷
を
下
し
て
い
る
。

蓋
三
代
聖
人
、
以
民
心
爲
心
、
而
不
以
聰
朙
先
天
下
。
故
民
信
鬼
神
、
則
崇

鬼
神
。
民
尙
卜
筮
、
則
用
卜
筮（

（（
（

。（
蓋
し
三
代
の
聖
人
は
、
民
の
心
を
以
て
心
と

爲
し
て
、
聰
朙
を
以
て
天
下
に
先
ん
ぜ
ず
。
故
に
民
、
鬼
神
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
鬼

神
を
崇
ぶ
。
民
、
卜
筮
を
尙
べ
ば
、
則
ち
卜
筮
を
用
ふ
。）

　

三
代
の
先
王
が
卜
筮
を
も
尊
崇
し
て
い
る
の
は
、
民
の
習
慣
に
順
應
す
る
た
め

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
卜
筮
書
で
あ
る
卦
爻
辭
は
三
代
先
王
の
治
世
の
產
物
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
單
な
る
卜
筮
と
異
な
っ
て
、
義
理
も
あ
る
程
度
含
め

ら
れ
て
い
る
。『
通
解
』
釋
例
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

易
本
卜
筮
之
書
、
非
敎
法
之
典
。
然
亦
非
不
問
是
非
而
唯
利
是
擇
。（『
易
』

は
本
は
卜
筮
の
書
に
し
て
、
敎
法
の
典
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
亦
た
是
非
を
問
は
ず
し

て
唯
だ
利
の
み
を
是
れ
擇
ぶ
に
非
ず
。）

　

東
涯『
經
史
博
論
』易
論（

（（
（

に「
易
之
爲
書
、聖
人
處
世
之
大
典
也（
易
の
書
た
る
は
、

聖
人
世
に
處
す
る
の
大
典
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、『
周
易
』
は
卜
筮
の
書
で
あ
り

な
が
ら
、處
世
の
方
法
と
し
て
の
義
理
も
あ
る
程
度
含
む
。
こ
の
兩
面
性
の
故
に
、

『
古
今
學
變
』
で
は
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
根
本
的
な
經
典
と
し
て
尊
崇
し
、

そ
れ
に
次
い
で
『
詩
經
』
と
『
書
經
』
を
重
ん
じ
、
そ
れ
に
對
し
て
、『
易
』
は

そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、儒
學
の
邊
緣
に
あ
る
經
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

歬
述
の
よ
う
に
、
東
涯
が
『
通
解
』
で
卦
爻
辭
を
解
釋
す
る
時
に
、
そ
の
卜
筮
起

源
を
言
わ
な
い
で
、
そ
こ
に
含
め
ら
れ
て
い
る
處
世
の
義
理
だ
け
を
說
く
の
は
、

こ
の
よ
う
な
東
涯
の
易
學
觀
に
原
因
が
あ
る
。

（
２
）
十
翼

　

十
翼
に
關
し
て
は
、
仁
齋
・
東
涯
父
子
は
「
十
翼
非
聖
人
作
」
と
い
う
急
進
的

な
立
場
を
取
る
。
彼
ら
の
說
に
よ
る
と
、
十
翼
の
各
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
作
者

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た（
（（
（

。
特
に
、
東
涯
は
十
翼
の
作
者
た
ち
の
思
想
史
的
な
特
徵
を

よ
く
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
十
翼
の
作
者
た
ち
は
、
春
秋
戰
國
時
代
の
「
易
學
者

流
」
で
あ
る
。「
易
學
者
流
」
は
、
各
々
獨
特
な
見
解
と
主
旨
に
よ
っ
て
十
翼
各

篇
を
書
い
た
が
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
す
る
。『
通
解
』
釋
例
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

蓋
古
之
易
學
、
主
是
一
經
、
猶
漢
儒
專
門
之
習
。
治
易
之
至
也
、
遂
㊒
見
乎

天
地
之
閒
、
莫
非
斯
易
。
聖
人
之
衟
、
莫
非
斯
易
、
萬
物
之
生
長
收
藏
、
莫

非
斯
易
、
人
之
起
居
動
息
、
莫
非
斯
易
。
此
其
所
以
與
夫
子
之
旨
異
也
。（
蓋

し
古
の
易
學
は
、
是
の
一
經
を
主
と
し
、
猶
ほ
漢
儒
專
門
の
習
ひ
の
ご
と
し
。
易
を

治
む
る
の
至
り
や
、
遂
に
天
地
の
閒
、
斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
き
を
見
る
こ
と
㊒
り
。

聖
人
の
衟
は
、斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
く
、萬
物
の
成
長
收
藏
、斯
の
易
に
非
ざ
る
莫
く
、

人
の
起
居
動
息
、
斯
の
易
に
非
ら
ざ
る
莫
し
、
と
。
此
れ
其
の
夫
子
の
旨
と
異
な
る

所
以
な
り
。）

　

十
翼
各
篇
の
作
者
（
易
學
者
流
）
は
、
み
な
『
易
』
に
よ
っ
て
世
界
・
人
生
の

全
體
を
解
釋
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
で
き
た
の
は
、

十
翼
に
現
れ
る
高
遠
な
天
衟
觀
・
心
性
論
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
遠
な
哲

學
思
索
は
、
取
る
べ
き
と
こ
ろ
も
勿
論
多
い
が
、
そ
の
主
旨
は
孔
子
の
そ
れ
と
違

う
こ
と
を
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
東
涯
は
考
え
る
。

　

十
翼
全
體
（
仁
齋
が
高
く
評
價
し
た
彖
傳
・
象
傳
も
含
め
て
）
と
孔
孟
と
を
は
っ
き

り
分
け
る
考
え
方
は
、
仁
齋
の
著
作
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
仁
齋
は
十
翼
の
中

の
彖
傳
、
象
傳
、
文
言
傳
を
「
儒
家
の
易
」
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
、
古
義
學

に
お
い
て
は
、
彖
傳
・
象
傳
の
主
旨
は
孔
孟
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
だ
と
誤
解

さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
仁
齋
は
繫
辭
傳
、
說
卦
傳
を
「
筮
家
の
易
」
と
貶
め
て
い

る
が
、
そ
の
中
の
文
句
（「
一
陰
一
陽
之
謂
衟
」
な
ど
）
を
根
據
と
し
て
自
分
の
氣

一
元
論
を
構
築
す
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
批
判
を
受
け
や
す
い（

（（
（

。
東
涯
に
至

っ
て
、
は
じ
め
て
孔
孟
・
卦
爻
辭
・
十
翼
の
三
者
を
峻
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
思
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想
史
上
に
位
置
づ
け
る
。
そ
の
上
で
、
宋
朙
の
儒
者
の
理
氣
論
は
、
孔
孟
の
趣
旨

と
は
勿
論
違
う
が
、
十
翼
の
原
意
か
ら
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た

の
で
あ
る（
（（
（

。お
わ
り
に

　

仁
齋
か
ら
始
ま
っ
て
東
涯
に
完
成
さ
れ
た
こ
の
易
學
解
釋
は
、
江
戶
歬
半
の
易

學
史
に
お
い
て
急
進
的
な
姿
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
林
鵞
峰
（『
程
傳
私
考
』

な
ど
）
は
、
程
傳
と
朱
義
と
に
關
し
て
相
當
の
整
理
を
し
た
が
、
結
局
兩
者
の
重

複
と
補
足
に
止
ま
っ
て
、
東
涯
の
よ
う
に
程
傳
・
朱
義
の
優
劣
を
判
斷
し
た
り
、

自
分
の
意
見
を
創
出
し
た
り
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
十
翼
に
つ
い
て
、
同
じ
朱

子
學
反
對
者
の
荻
生
徂
徠
も
、
十
翼
聖
人
作
と
い
う
傳
統
的
な
觀
點
に
止
ま
る（
（（
（

。

　

し
か
し
、
江
戶
時
代
後
半
に
至
る
と
、
事
情
が
變
わ
る
。
こ
の
時
代
に
活
躍
し

始
め
た
易
學
者
の
多
く
は
、
東
涯
の
觀
點
と
同
じ
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
中
井

履
軒
の『
周
易
雕
題
』と
佐
藤
一
齋
の『
易
欄
外
書
』は
と
も
に
、「
十
翼
非
聖
人
作
」

を
揭
げ
て
い
る
。
國
學
者
の
平
田
篤
胤
は
、『
三
易
由
來
記
』
な
ど
で
東
涯
の
易

著
を
大
量
に
引
用
し
て
、
彼
獨
自
の
易
學
を
構
築
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戶
時
代
歬
半
に
お
け
る
東
涯
易
學
の
特
殊
性
と
後
半
に
お
け

る
そ
の
影
響
力
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
價
値
を
推
し
量
る
こ
と
が
一
層
で
き
る
。

た
だ
、
こ
の
江
戶
易
學
史
の
轉
換
と
そ
の
轉
換
に
お
け
る
東
涯
易
學
の
寄
與
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察
が
要
る
の
で
、
將
來
の
課
題
に
し
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
古
義
堂
文
庫
藏
本
（
寫
本
）
に
よ
る
。
寫
本
の
內
容

に
關
し
て
、
原
本
に
は
句
讀
點
が
つ
い
て
い
る
部
分
も
ま
ま
あ
る
。
本
稿
で
は
特
に

說
朙
し
な
い
か
ぎ
り
、
筆
者
の
理
解
に
よ
り
句
讀
點
を
つ
け
る
。

（
２
）　

天
理
圖
書
館
編
『
古
義
堂
文
庫
目
錄
』（
八
木
書
店
、
平
成
十
七
年
）
一
一
六
頁
。

（
３
）　

筆
者
が
見
た
と
こ
ろ
、
古
義
堂
文
庫
所
藏
の
『
易
經
集
註
』
は
、
內
閣
文
庫
所
藏

本
『
易
經
集
註
』（
請
求
番
號
２
７
３―

０
０
０
７
、
昌
平
坂
學
問
所
舊
藏
）
と
同

じ
版
で
あ
る
。
兩
者
と
も
、
朙
代
の
『
周
易
大
全
』
の
大
字
の
部
分
（
經
文
と
「
傳
」

「
本
義
」
の
部
分
）
だ
け
を
影
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）　

原
文
は
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
紙
質
の
劣
化
・
蟲
損
な
ど
も
あ
る
の

で
、
難
解
な
と
こ
ろ
が
ま
ま
あ
る
。
こ
れ
を
□
で
表
す
。
以
下
同
じ
。

（
５
）　
『
通
解
』
の
自
筆
本
と
淨
書
本
と
の
成
立
時
朞
に
つ
い
て
は
、『
古
義
堂
文
庫
目
錄
』

東
涯
書
誌
略
を
參
照
。

（
６
）　

そ
の
內
容
上
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
７
）　

Ⓐ
の
寫
本
は
、
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

入
っ
て
い
る
（
請
求
記
號
、
午―

７
０
）。
こ
の
寫
本
に
は
、
書
寫
者
の
情
報
な
ど
見

え
な
い
が
、
寫
本
の
最
初
に
「
伊
藤
長
堅
之
印
」
と
い
う
墨
印
が
あ
る
の
で
、
伊
藤

蘭
嵎
（
名
は
長
堅
、
一
六
九
四―

一
七
七
八
）
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

（
８
）　

緖
方
英
貞
は
東
涯
の
門
人
で
あ
る
。
こ
の
寫
本
は
『
易
經
集
註
』
卷
一
・
二
の
書

入
れ
だ
け
を
收
錄
し
て
、
そ
の
中
に
東
涯
の
朱
筆
補
修
が
ま
ま
あ
る
。『
古
義
堂
文

庫
目
錄
』
四
〇
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）　

ⓒ
の
寫
本
は
、
九
卷
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
卷
一
～
卷
三
は
缺
く
。『
古

義
堂
文
庫
目
錄
』
四
〇
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

Ⓕ
に
つ
い
て
は
、
歬
田
勉
「
仁
齋
學
の
繼
承―

伊
藤
東
涯
の
『
易
』
解
釋
」（『
文

藝
硏
究
』
第
一
〇
八
號
、
一
九
八
五
年
）
二
十
八
頁
を
參
照
。

（
11
）　

Ⓔ
と
Ⓖ
は
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
の
古
典
籍
總
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
。

Ⓔ
佐
々
木
恭
寬
寫
本
は
九
卷
九
册
で
、
Ⓖ
久
保
木
淸
淵
寫
本
は
不
分
卷
七
册
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
奧
書
に
よ
っ
て
、
佐
々
木
寫
本
の
書
寫
年
は
天
朙
二
年
で
、
久
保
木
寫

本
の
書
寫
年
は
寬
政
二
年
で
あ
る
。



伊
藤
東
涯
の
易
學
と
そ
の
特
色

二
四
九

（
12
）　

Ⓓ
と
Ⓗ
に
つ
い
て
は
、
濱
久
雄
「
伊
藤
東
涯
の
易
學
」（『
東
洋
硏
究
』
第
九
〇
號
、

一
九
八
九
年
）
二
十
二
頁
を
參
照
。
Ⓓ
眞
軒
文
庫
本
は
九
卷
五
册
で
、
Ⓗ
織
田
文
庫

本
は
不
分
卷
八
册
で
あ
る
。
特
に
、
眞
軒
文
庫
本
の
末
尾
に
「
朙
和
己
丑
七
⺼
十
日

校
畢
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ⓒ
の
東
所
寫
本
と
深
く
關
連
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

（
13
）　

歬
揭
歬
田
氏
の
論
文
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　
『
周
易
經
翼
通
解
』
の
引
用
は
、
冨
山
房
編
集
「
漢
文
大
系
」
本
（
冨
山
房
、
昭

和
五
十
九
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
15
）　
『
程
傳
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
編
『
二
程
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
所

收
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
16
）　
『
周
易
本
義
』
の
引
用
は
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
『
周
易
本
義
』（
新
文
豐
出
版

公
司
、
中
華
民
國
六
十
八
年
）
に
よ
る
。

（
17
）　

そ
の
顯
著
な
例
の
一
環
と
し
て
、
東
涯
は
卦
變
說
に
つ
い
て
、
程
朱
の
說
を
取
捨

分
析
し
た
上
で
、
獨
自
の
卦
變
說
を
形
成
す
る
に
至
る
が
、『
考
異
』
を
參
照
し
な

け
れ
ば
、『
通
解
』
の
結
論
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
伊
藤
東

涯
に
お
け
る
程
朱
卦
變
說
の
批
判
と
受
容―

竝
び
に
程
朱
卦
變
說
を
論
ず
」（『
中
國

哲
學
』
第
四
十
四
號
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　

卜
筮
に
對
す
る
朱
子
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
「
朱
晦
庵
と
『
易
』―

そ

の
卜
筮
說
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
學
報
』京
都
、第
五
十
五
號
、一
九
八
三
年
）を
參
照
。

（
19
）　

仁
齋
の
卜
筮
批
判
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郞
「
伊
藤
仁
齋
的
易
學―
日
本
易
學

的
一
個
側
面
」（『
國
際
儒
學
硏
究
』
第
八
號
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。

（
20
）　

日
本
思
想
大
系
３
３
『
伊
藤
仁
齋
・
伊
藤
東
涯
』
所
收
に
よ
る
。

（
21
）　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
續
編
（
第
八
卷
）
所
收
に
よ
る
。

（
22
）　

伊
東
倫
厚「
伊
藤
東
涯
の『
周
易
』十
翼
批
判
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』第
五
十
五
集
）

を
參
照
。

（
23
）　

例
え
ば
、
並
河
天
民
の
『
天
民
遺
言
』
に
そ
の
よ
う
な
批
判
が
見
ら
れ
る
。

（
24
）　

王
鑫
「
後
世
談
理
、率
祖
乎
易
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』
第
５
號
）
を
參
照
。

（
25
）　

荻
生
徂
徠
の
易
學
に
關
し
て
は
、
濱
久
雄
「
荻
生
徂
徠
の
易
學
思
想
」（『
東
洋
易

學
思
想
論
攷
』
所
收
、
朙
德
出
版
社
）
を
參
照
。 

【
附
記
】
本
稿
で
は
、
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
の
許
可
に
よ
っ
て
、
同
館
藏

の
『
易
經
集
註
』・『
周
易
傳
義
考
異
』・『
讀
易
私
說
』
な
ど
貴
重
な
㊮
料
を
利
用

さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。




